
L447 骨パズル
Human Skeleton Puzzle

うごかす・ささえる 生命館4階

■展示品のねらい
骨格模型の一部を分解して元通りにはめることができる立体
的なパズルです。
はずせるのは全部で６本だけです。右腕の３本（上腕骨：じ
ょうわんこつ、尺骨：しゃっこつ、橈骨：とうこつ）と、右
脚（ももから足首まで）の３本（大腿骨：だいたいこつ、脛
骨：けいこつ、腓骨：ひこつ）で、どれも長い骨です。
左側の模型は組み立てられているので、それを参考にしてう
まく形にしていってください。置き場所にはヒントになる印
もついています。
完成したら、骨を元の場所にもどしておいてくださいね。周
囲には３つの大型関節模型がとりつけてあります。1989年の
生命館開館時に作られて2015年まで展示していたものです。

■知識プラスワン

【骨をよく見よう】まず、パズルのピースとしてさわれる６
本の長い骨の形を見てみましょう。どれも両端が他の骨に接
して関節を作る骨です。どんな動きをする関節でしょうか。
６本の骨は、右のものははずせますが、左のものは組み立て
てあります。よく見て、同じように組み立ててみてください
。同じような位置にあるのにどうして大きさや形が違うので
しょうか。
【関節と動き】周囲に取り付けた３つの模型は「丁番（ちょ
うばん）関節」（ひざ）、「鞍関節（あんかんせつ）」（親
指の付け根）、「球関節（きゅうかんせつ）」（肩）を表し
たものです。それぞれ、１方向だけ→前後左右→さらに大き
な角度で動くのがわかります。模型を動かして、自分の体と
比べてみてください。パズルのそばの壁には、２つの豆知識
が紹介されています。
【骨の形や大きさからどんな人かわかるの?】腰の骨（骨盤）
は、女性では中で赤ちゃんを育て出産するために男性より幅
が広く角度が大きくなっています。そのほかに、身長の高い
人は大腿骨なども長いため、体格がある程度わかります。ま
た、生活の中でよく使う筋肉は発達してきます。そのとき、
関係する骨の部分も発達します。ですから、骨を見るとその
人がどんな生活をしていたかもある程度知ることができます
。
【ヒトらしい骨の形って?】ヒトは直立二足歩行をするため、
骨もそれに合わせた形をしています。特に下半身の骨盤や大
腿骨、足などの骨の形は他の動物と違っています。また、大
きく重い脳を守り支えられるような形も特徴です。
例をいくつかあげておきますので、模型で確かめてください
。

（１）頭が大きい
（２）胸や骨盤が幅広い
（３）首の骨が頭の真下
（４）横から見ると背骨がS字型
（５）骨盤がまっすぐ
（６）大腿骨が斜め
（７）５本とも指の向きが同じ
（８）「土ふまず」がある
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